
 

      
 

地域経済と産業動向 2010 年２月       
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甘さよりもほろ苦い本格指向へ
チョコレート製品生産量から見た市場動向

100%製品

60％以上

製品

60％以下製品

㌧

出所：農林水産省　チョ コレート・ココア国内生産実績調査

                
チョコレートの効能

２月は「にっぱち」の緒戦月。２月と８月には商況の低迷する業種が多いが、不況期にはその

程度が一層増す。日銀総裁が掲げている今年の第一の挑戦は「ニューノーマル」への移行(日本

経団連評議員会での講演2009年12月24日)。景気が回復しても、元の水準には戻らないという別の表

現にも聞こえる。 

２月14日にはバレンタインデーを迎える。12日からは、恋愛オムニバス映画『バレンタインデ

ー』も日米で同時公開される。多くの職場では、チョコレートを贈る日としてノーマルになって

きたが、今年は日曜日。心身に多様な効用があると言われているチョコレート販売の動向は、景

気動向を反映したものになるかも知れない。 

チョコレートの物色行動は消費者だけには止どまらない。食品で世界３位のクラフト・フーヅ

(米)は、英国王室御用達のチョコレート菓子会社、キャドバリー(英)を買収しようとしている。

キャドバリー側は提案価格が「企業価値を反映していない」として拒否していた。この敵対的買

収案に対して、米国のチョコレート最大手であるハーシーが対抗提案も仕掛けた。この市場には

魅力があるもののようだ。欧州委員会は、ポーランドとルーマニアでのチョコレート事業売却を

条件に、キャドバリー買収を承認した。市場低迷期には再編劇が生じるものだ。 

企業買収の動きは、こうすればもっと儲かるという目算があるからだろう。不況期の「今年は

バレンタインも“巣ごもり”“草食”傾向」(森永製菓 男と女のバレンタイン意識調査)と分析され

ている。この動向は足元の景況観を反映している。地域的な差異をも表現している可能性さえあ

る。チョコレート消費から見た世相は、ニューノーマルへの移行期にふさわしい、気迷い気分を

反映している。 

 

供給側の期待は高い 

バレンタインデーはチョコレート小売業界にとって、年間の大イベントだ。当日

が日曜日に当たった事例は

1999年、1993年、1988年、1982

年などにある。バレンタイン

デーが日曜日の場合、1993年

を除いてチョコレート商戦は

伸び悩んだ。その、不利な日

曜バレンタインデーの今年、

供給側は期待度を強めている。
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出所：総務省家計調査全世帯

円
昨年は神戸、大阪が東京を逆転

バレンタイン期のチョコレート支出額

大阪市

東京都

神戸市

神戸

大阪

岸和田

横浜

東京

その他

内枠：チョコレート
外枠：カカオ豆

出所：財務省貿易統計

チョコレート輸入で岸和田は主要港
2009年１-11月実績数量比

21%

9%

9%

7%

62%
34%

全国ベースでの生産量で比較すると第Ⅱ四半期から第Ⅲ四半期への増加が急だか

らだ。生産量も昨年同期より多い。特に、チョコレート純度が高い商品での生産量

回復度が高い。一方で、含有率60％未満の菓子製品は増加が鈍い。 

 

多くの告白は岸和田から始まる 

チョコレートの原料はカカオ豆。ガーナからの輸入が約７割を占め、２位のベネ

ズエラは１割程度。輸入港の主力は横

浜と神戸(阪神港)および岸和田(阪南港)

だ。岸和田は神戸よりも取扱量でやや

上回る水準にある。チョコレートの状

態になったものの輸入は中国からが全

体の２割弱、これにベルギー、米国、

フランスが続いている。輸入港の主力

は横浜、東京だがこれに岸和田、神戸

が続いている。後背地に洋菓子産業を

抱えている地域が優位に立っている格

好だ。岸和田は、カカオ豆でもチョコ

レートでも輸入の主要港となっている。港湾規模から見れば重要な取扱産品に数え

られる。バレンタインデーには岸和田港が重要な役割を担っている。 

 

不況期に支出を増やす阪神 

需要側から見たチョコレートへの支出実額は、２月が最大になる。都市別の全世

帯比較で支出額が最も大き

いのは東京都(区部)。ただ、

２月単月の支出額では昨年

の場合、神戸市が東京都を上

回った。大阪市も東京都より

多かった。それ以前に神戸市

が東京都や大阪市を上回っ

たのは2001年と2005年。大阪

市が両都市を抑えて首位だったのは2002年だ。前回の第14景気循環での景気基準日

付の底として設定されているのは兵庫県が2001年、大阪府が2002年(大阪府立産業開発
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出所：財務省貿易統計

水を開けられた阪神
　カカオ豆の輸入量

横浜＋東京

神戸＋大阪＋岸和田

の各3ヵ月移動平均

横浜＋東京

神戸＋大阪＋岸和田

研究所、兵庫県景気動向検討会)。もう一つの2005年、日銀総裁の年頭談話は「デフレ

脱却来年度にも懐疑的」だった。阪神間の都市では、不況期に、チョコレート購入

額を増やす傾向が観察される。 

 

平均すれば、２月は安いチョコレート 

ただ、２月の店頭商戦には厳しさも伴っている。チョコレート小売価格(70ｇ板チ

ョコ換算)を月別で見ると、２月の価格は、12月に次いで安い月に当たる。概ね、下

旬には投げ売りが出てしま

う程、価格変動も大きい月に

当たる。過去８年平均で見た

年間の傾向としては、12月が

最も安く、１月には上昇し、

２月に入れば下がる。夏場に

かけては安定的に上昇して

行く。安く買っておこうとす

る消費者にとって、チョコレ

ートは年末に買って置くのが得策だが、現実には価格が戻る月になってからの当用

買いを繰り返している。 

 

カカオ豆輸入量の回復は東高西低 

横浜・東京の動向と比較すれば、阪神・阪南地域のカカオ豆輸入には停滞感があ

る。原料高騰が事業構造の見直しを迫ってもいるからだろう。カカオ豆の輸入量は

2008年に大きく減少したが、

2009年１～11月では横浜、東

京が大きく回復を見せた。し

かし神戸、岸和田での回復は

鈍い。カカオ豆の価格は2010

年1月２日現在で3,427.74 

ドル/トン(ＩＣＣＯ＝国際ココ

ア機構)だった。１年前の１月

２日は2,540.40ドルだったので、年間上昇率は35％。２年前の１月２日価格比では

61％も高い。それ以前は2,000ドル以下で推移していた。原材料価格の高騰は、仕
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大阪＋神戸＋岸和田

横浜＋東京

輸入チョコレート単価は上昇中
チョコレート含有調整食品のKg単価３ヵ月移動平均

統計品番号18.06.10.100の単価

Kg/円

出所：財務省貿易統計
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入れ側の姿勢に影響している。 

 

製品の輸入単価、東西で横並びへ 

チョコレート原料価格の上昇は、輸入チョコレート製品価格動向とも連動してい

る。輸入単価は2000年を底に、

前回の景気拡大期間中を通

じて上昇した。同じ期間、大

阪+神戸+岸和田の平均輸入

価格は横浜+東京の平均を下

回って推移してきた。ところ

が、昨年11月にはその差が急

速に縮まった。動向の変動は、

内需拡大に確信が持てない

中で、事業者にはどんな商戦を展開するべきかの判断が容易ではない状態になって

きていることを暗示している。 

 

輸入チョコレート動向は強気転換 

この動向を数量との相関で見ると、事業者が強気判断に転じた可能性がある。昨

年８月までは数量、単価ともに

それ以前の５年間の変動幅に

収まっていた。しかし、９月以

降は需要期を睨んで高水準の

量を高い価格で調達する動き

に転じた。カカオ豆の調達は抑

制気味だが、チョコレートは積

極姿勢に転じた。不況下でのバ

レンタイン・サンデーを前に、

強気感を抱きつつもニューノ

ーマル水準の瀬踏が始まっている。                 （神保） 
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